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資産管理

未
登
記
資
産
の
今
後
の
対
応

関
係
者
の
協
力
で
早
く
進
め
る

三ヶ尻隆雄議員

総務行政

町
職
員
の
大
幅
な
削
減

削
減
率
は
国
の
基
準
よ
り
多
い

町の考えを聞く

質
問

町
の
歳
出
を
総
合
的

に
見
直
す
な
か
、
定
員
適
正
化

計
画
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度

ま
で
に
職
員
を
十
四
人
削
減
す

る
計
画
で
あ
る
が
、
も
っ
と
削

減
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

沼
崎
町
長

各
市
町
村
で
は

財
政
や
行
政
需
要
、
人
口
な
ど

を
勘
案
し
職
員
の
定
数
を
定
め

て
い
る
。
し
か
し
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
増
加
す
る
行
政

需
要
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、

向
上
に
も
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
人
員
の
適
正

な
配
置
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

国
で
は
、
定
員
管
理
の
適
正

化
を
進
め
る
た
め
、
定
員
モ
デ

ル
を
作
成
し
、
定
員
適
正
化
計

画
の
参
考
指
標
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
十
七
年
に
は
総
務

省
は
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
行
政
改
革
の
推
進
の
た
め
の

新
た
な
指
針
」
を
作
成
し
四
・

六
�
以
上
の
定
員
の
削
減
を
図

る
と
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
新
た
な
定

員
適
正
化
計
画
で
は
、
行
財
政

を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
を
踏

ま
え
、
事
務
事
業
や
組
織
機
構

の
見
直
し
を
図
り
、
平
成
二
十

二
年
度
の
職
員
数
を
現
在
よ
り

十
四
人
減
の
百
九
十
五
人
、
削

減
率
を
国
の
基
準
よ
り
多
い

六
・
七
�
と
し
た
。
今
後
も
必

要
に
応
じ
て
見
直
し
て
い
く
。

質
問

町
有
資
産
の
未
登
記

の
件
数
が
数
多
く
あ
る
と
聞
く
。

地
区
別
の
件
数
、
放
置
し
た
原

因
と
今
後
の
対
応
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長

町
有
資
産
の
未

登
記
の
地
区
別
件
数
は
、

・
船
越
地
区
三
百
十
三
筆

・
豊
間
根
地
区
二
百
四
十
九
筆

・
山
田
地
区
百
十
二
筆

・
大
沢
地
区
四
十
四
筆

・
織
笠
地
区
三
十
一
筆

の
合
計
七
百
四
十
九
筆
と

な
っ
て
い
る

未
登
記
の
要
因
は
▽
相
続
を

伴
う
登
記
で
一
部
の
相
続
人
の

承
諾
が
得
ら
れ
な
い
、
又
は
、

相
続
人
の
住
所
地
が
分
か
ら
な

い
も
の
▽
事
業
施
行
承
諾
の
み

で
、
寄
付
や
売
買
契
約
書
が
な

い
も
の
▽
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
、

そ
の
解
除
が
出
来
な
い
も
の
―

な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

今
後
の
計
画
は
、
現
在
、
町

道
長
林
大
浦
線
の
事
案
の
解
消

を
進
め
て
お
り
、
ま
だ
数
年
を

要
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
関
係

者
の
協
力
を
得
て
、
で
き
る
だ

け
早
く
完
了
す
る
よ
う
、
進
め

て
い
き
た
い
。

事務事業や組織機構の見直しにより、効率的
な職員の配置が行われています（町役場）


